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TsuchimochiW,Kyorakn Ⅰ,YamaguchiH,ToshinaiK,SHiomi K,KangawaK,NakazatoM:

Ghrelinpreventsthedevelopmentofexperimentaldiabeticneur?pathyinrodents.EurJ

pharmacol702:187193(2013)【要 旨】

GHS-Rの内在性リガンドとして発見されたグレリンには｣成長ホル毛ン分泌促進ヰ

摂食冗進作用に加え､炎症や酸化ストレス抑制作用がある〇本研究は､B6mice､GHS-良

-欠損マウスおよび成長ホルモン欠損マウスを用いて､ストレプトゾトシン投与による糖

尿病モデルを作製し､グレtJpJ~i,を投与することで糖尿病性神経障害め進展の程度を比較

したものであるoグレリンは､B6マウスおよび成長ホルモン欠損マウスの糖尿病性神

経障害の発症を予防したが､グレリン受容体欠損(GHS-R欠損)マウスでは､その効果は

容体を介して直接､糖尿病性神経障害の予防に寄与するととが明らかになったO体を介して直接､糖尿病性神経障害の予防に寄与するととが明らかになったO


